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第 1 章では内在性タンパク質標識の新手法として開発されたリガンド指向性 SP 化学
において反応性の異なる 8 種類の誘導体を合成し、量子化学計算により算出された反
応性を示すパラメーター（LUMO のエネルギー準位）とタンパク質標識速度の実験値
との相関を評価した。具体的には炭酸脱水酵素（ carbonic anhydrase; CA family）を標的









第 2 章では、第 1 章において見出した SP 誘導体による細胞表層タンパク質の迅速な
反応を、前立腺癌マーカーである膜タンパク質 PSMA（ prostate-specific membrane 
antigen）の生細胞系での標識およびエンドサイトーシス挙動観察へと展開した。これ
までに PSMA のエンドサイトーシス速度や経路を生細胞で定量的に評価した報告は乏
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として、次のアプリケーション実験を行った。まず、本手法により蛍光標識された PSMA








蛍光標識された PSMA を用いて細胞内への効率的な薬剤輸送を達成する PSMA 認識リ
ガンドを選定するシステムの構築にも成功し、リガンドのエンドサイトーシス促進効
果を評価できることを示した。  


























































30 年 10 月 20 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博
士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表  
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
 
